
1

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：

5

千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 40,286 27,986 29,969 40,900 合計 29,968,920 円
工事請負費 29,968,920 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 40,286 27,986 29,969 40,900

職員人件費　② 3,891 2,104 2,112 2,246

総事業費（①＋②） 44,177 30,090 32,081 43,146

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

７

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 産業振興

（

基本施策 農業
施策体系

平

施策の内容 生産基盤の

成

強化

目
　
　
　
的

　排水

２

路の整備を行い、排水

６

能力の向上を図

主
た
る

年

内
容

　施設改修及び施

度

設改良工事
るとともに

評

、農道舗装を施工し、

価

営農の促進
と集出荷時

）

の安全確保を図る。

位

刈

置
づ
け

関連計画  

根拠

谷

法令  

対象者 農業従事

市

者 事業期間 ～

実施方法

事

□直営　■委託　□指

務

定管理　□補助・助成

事

　□その他

業評価シート （様

Ｂ
　
事

式

　
業
　
実
　
績

２４年度

１

実績 ２５年度実績 ２６

）

年度実績 ２７年度計画

会

農道舗装工事　　　 

計

  357㎡ 農道舗装

名

工事　　　1,069

担

㎡ 農道舗装工事　　8

当

95㎡ 歩道整備工事　

部

　160ｍ
排水路改良

経

工事　　   399

済

ｍ 排水路改良工事　　

環

64ｍ 排水路改良工事

境

　514ｍ 農道舗装工

部

事　　2,410㎡
た

一

め池施設整備工事　 

般

1箇所 排水樋門改修工

会

事　1箇所 排水路改良

計

工事　405ｍ
　　　

農

　　　　　

　農道、排

業

水路等の農業用施設の

用

整備、改修を行うこと

施

で、施設機能が向上し

設

、湛水被害の軽減や通

整

行の安全を確保する

成

備

果
ことができた。また

事

、ため池に休憩施設を

業

整備し、市民の憩いの

担

場を提供することがで

当

きた。

 

課題

指標名称

課

（単位）
実績値 目標値

土

２４年度 ２５年度 ２６

地

年度 ２７年度 ２９年度

改

活動 排水路改良延長（

良

ｍ） 399 64 514

事

405 ―
指標
活動 農道

業

舗装面積（㎡） 357

室

1,069 895 2,

款

410 ―
指標

 
他市と

項

の
比較検証

目 担当係 工務係

6

Ｃ
　
事
　



5

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　地区長及び

平

維持管理組合長からの

成

要望により実施してお

２

・法的業務
高い

り、施

７

設機能の向上、維持管

年

理面からも必要な事業

度

である
必要性 ・市民ニ

（

ーズ、社会需要 。
・市

平

民生活上必要である　

成

など

　工事の発注に際

２

し、コストの縮減を行

６

った。
・コストの節減

年

、費用対効果
普通効率

度

性 ・執行体制の効率性

評

・手段の最適性　など

価

　施設管理者として市

）

が主体となって実施す

刈

る事業である
・市が主

谷

体となって実施する
普

市

通
。総合計画において

事

も農業生産基盤の強化

務

やため池の水辺
妥当性

事

　べき事業であるか 空

業

間の利用を行ううえで

評

、実施すべき施策の内

価

容と位置づ
・総合計画

シ

との整合性　など けさ

ー

れている。

　排水路や

ト

農道の改修を行ったこ

（

とで、生産基盤が強化

様

さ

施策への ・施策への

式

貢献度
高い

れ、安定し

２

た営農が期待できる。

）

また、ため池に休憩施

会

設
・目標達成度 を整備

計

し、憩いの場として市

名

民に利用されている。

担

貢献度 ・市民サービス

当

への効果　など

今後の

部

方向性 □拡充　■現状

経

維持　□改善・効率化

済

　□縮小　□終期設定

環

　□休止・廃止

　今後

境

も農業用施設の整備、

部

改修を行い、農業生産

一

の安定化を図っていく

般

。

会計
農

Ｃ
 
　
Ｈ

業

 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 

用

　
∧
　
評
　
価
　
∨

施設整備事業
担当課 土地改良事業室

款 項 目 担当係 工務係

6 1



款

算） （決算） （決算）

項

（予算） 事業費内訳

事

目

業費　① 7,628 5

担

,124 1,684 4

当

,543 合計 1,68

係

4,330 円
負担金

指

、補助及び

財
　
源

特定

導

財源 0 0 0 0 交付金 1

係

,684,330 円

6

一般財源 7,628 5

1

,124 1,684 4

5

,543

職員人件費　② 1,415 1,052 1,760 1,871

総事業費（①＋②） 9,043 6,176 3,444 6,414

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 都市環境

平

基本施策 河川・池沼
施

成

策体系
施策の内容 水辺

２

空間の利用

目
　
　
　
的

６

　農業用水再編対策事

年

業として改修した用水

度

主
た
る
内
容

　中井筋地

評

区の農業用水再編対策

価

事業として
路の環境保

）

全及び親水機能の整備

刈

を行い、農 改修した用

谷

水路の上部利用に伴う

市

環境整備を
村空間の形

事

成と質的向上を図る。

務

行う。
全体計画
○整備

事

延長　12.3km
○

業

事業主体　愛知県　
○

評

事業費負担割合　
　国

価

:50％、県:25％

シ

、市:25％

位
置
づ
け

ー

関連計画  

根拠法令 土

ト

地改良法

対象者 対象者

（

を限定せず 事業期間 平

様

成１９年度 ～ 平成３０

式

年度

実施方法 □直営　

１

■委託　□指定管理　

）

□補助・助成　□その

会

他

計名 担当部 経済環

Ｂ
　
事
　
業
　
実

境

　
績

２４年度実績 ２５

部

年度実績 ２６年度実績

一

２７年度計画

工事負担

般

金　1式 工事負担金　

会

1式 工事負担金　1式

計

工事負担金　1式
（整

県

備延長　3,478ｍ

営

） （整備延長　938

地

ｍ） （整備延長　46

域

ｍ） （整備延長　70

用

0ｍ）
（施設工・植栽

水

工　1式）

　用水路の

環

上部利用に伴う環境整

境

備を行い、農村環境の

整

質的向上が図れた。

成

備

果

課題

指標名称（単位

事

）
実績値 目標値

２４年

業

度 ２５年度 ２６年度 ２

（

７年度 ２９年度

活動 事

中

業の整備率（％） 53

井

.1 60.7 61.1

筋

66.8 94.5
指標

地

指標
 

他市との
比較検

区

証

）
担当課 土地改良

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

事

ス
　
ト

単位：千円
２４

業

年度 ２５年度 ２６年度

室

２７年度 ２６年度

（決



項 目 担当係 指導係

6 1 5

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評

平

価の理由

　管路化され

成

た用水路の上部を有効

２

活用（遊歩道整備）す

７

・法的業務
普通

るため

年

に必要な事業である。

度

必要性 ・市民ニーズ、

（

社会需要
・市民生活上

平

必要である　など

　管

成

路化された用水路の上

２

部を整備することで、

６

人の動線
・コストの節

年

減、費用対効果
普通

が

度

生まれ、農村地域の水

評

辺空間の質の向上が図

価

られる。
効率性 ・執行

）

体制の効率性
・手段の

刈

最適性　など

　明治用

谷

水の上部利用を図るこ

市

とは、農業水利施設の

事

維持
・市が主体となっ

務

て実施する
普通

管理体

事

制の構築につながり、

業

市が関与する必要があ

評

る。
妥当性 　べき事業

価

であるか
・総合計画と

シ

の整合性　など

　農村

ー

環境と調和した水辺空

ト

間を利用した憩いの場

（

づくり

施策への ・施策

様

への貢献度
普通

に貢献

式

している。
・目標達成

２

度
貢献度 ・市民サービ

）

スへの効果　など

今後

会

の方向性 □拡充　■現

計

状維持　□改善・効率

名

化　□縮小　□終期設

担

定　□休止・廃止

　今

当

後も県営事業により、

部

他市にまたがって流れ

経

る明治用水の管路化さ

済

れた上部を有効利用す

環

ることで、近隣市町が

境

遊歩道で結ばれ、農村

部

地域の水辺空間に憩い

一

の場が創出される。

般会計
県

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　

営

Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧

地

　
評
　
価
　
∨

域用水環境整備事業（中井筋地区）
担当課 土地改良事業室

款



導

算） 事業費内訳

事業費

係

　① 35,913 37

6

,340 46,910

1

65,988 合計 46

5

,910,309 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 46,910,309 円

一般財源 35,913 37,340 46,910 65,988

職員人件費　② 1,415 2,104 1,760 1,871

総事業費（①＋②） 37,328 39,444 48,670 67,859

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ

７

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 産

（

業振興

基本施策 農業
施

平

策体系
施策の内容 生産

成

基盤の強化

目
　
　
　
的

２

　管路化された明治用

６

水中井筋地区の用悪水

年

主
た
る
内
容

　かんがい

度

排水能力を15㎥／s

評

（最下流部）に
路を幹

価

線排水路として改良す

）

ることにより排 向上さ

刈

せる。
水能力の向上を

谷

図る。 全体計画
○整備

市

延長　排水路工Ｌ=9

事

.0㎞
○事業主体　明

務

治用水土地改良区
　（

事

工事施行　愛知県）
○

業

事業費負担割合
　国:

評

50％、県:25％、

価

市:25％

位
置
づ
け

関

シ

連計画  

根拠法令  

対

ー

象者 農業従事者 事業期

ト

間 平成１２年度 ～ 平成

（

２９年度

実施方法 □直

様

営　■委託　□指定管

式

理　□補助・助成　□

１

その他

）

会計名 担当部 経

Ｂ
　
事
　
業

済

　
実
　
績

２４年度実績

環

２５年度実績 ２６年度

境

実績 ２７年度計画

工事

部

負担金　1式 工事負担

一

金　1式 工事負担金　

般

1式 工事負担金　1式

会

（排水路工  745

計

ｍ） （排水路工  3

県

90ｍ） （排水路工　

営

346ｍ） （排水路工

農

　762ｍ）
　

　既設

業

用悪水路を幹線排水路

用

として更新を行うこと

水

で排水能力の向上を図

再

り、当該地区の浸水被

編

害を防いだ。

成果

 

課

対

題

指標名称（単位）
実

策

績値 目標値

２４年度 ２

事

５年度 ２６年度 ２７年

業

度 ２９年度

活動 事業の

担

整備率（％） 69.6

当

73.9 77.7 86

課

.2 100
指標

 
指標

土

 
他市との
比較検証

地改良事業室

款 項 目

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

担

ト

単位：千円
２４年度

当

２５年度 ２６年度 ２７

係

年度 ２６年度

（決算）

指

（決算） （決算） （予



係

6 1 5

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　明治

平

用水中井筋地区の浸水

成

被害を軽減するため、

２

必要な
・法的業務

高い

７

事業である。
必要性 ・

年

市民ニーズ、社会需要

度

・市民生活上必要であ

（

る　など

　明治用水の

平

管路化完了により、既

成

設用悪水路敷地を活用

２

・コストの節減、費用

６

対効果
普通

して幹線排

年

水路に改良している。

度

効率性 ・執行体制の効

評

率性
・手段の最適性　

価

など

　明治用水中井筋

）

地区上流部の都市化の

刈

進展により、浸水
・市

谷

が主体となって実施す

市

る
普通

被害を軽減する

事

ことは重要であり市が

務

関与する必要がある
妥

事

当性 　べき事業である

業

か 。
・総合計画との整

評

合性　など

　排水能力

価

の向上を図るとともに

シ

、水辺空間を利用した

ー

自

施策への ・施策への

ト

貢献度
普通

然とのふれ

（

あい場づくりに貢献し

様

ている。
・目標達成度

式

貢献度 ・市民サービス

２

への効果　など

今後の

）

方向性 □拡充　■現状

会

維持　□改善・効率化

計

　□縮小　□終期設定

名

　□休止・廃止

　今後

担

も県営事業により、明

当

治用水中井筋地区全線

部

の排水能力の向上を図

経

るとともに良好な水辺

済

空間を創出する。

環境部

一

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ

般

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　

会

評
　
価
　
∨

計
県営農業用水再編対策事業

担当課 土地改良事業室

款 項 目 担当係 指導



6

業費内訳

事業費　① 6

1

,939 7,027 7

5

,631 10,952 合計 7,630,890 円
需用費 1,015,038 円

財
　
源

特定財源 128 141 2,369 2,336 役務費 611,916 円
委託料 5,301,018 円

一般財源 6,811 6,886 5,262 8,616 原材料費 702,918 円

職員人件費　② 3,183 2,104 4,928 2,620

総事業費（①＋②） 10,122 9,131 12,559 13,572

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 行政財産目的外使用料
河川占用料

２８年度以降の事業費見込 0 取水堰維持管理費負担金

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

７

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 産業振

（

興

基本施策 農業
施策体

平

系
施策の内容 農業振興

成

の推進

目
　
　
　
的

　農

２

業用施設の適切な維持

６

管理を行い、農業

主
た

年

る
内
容

　排水路や取水

度

堰等の適切な維持管理

評

、点検
生産の安定化を

価

図る。 を行う。

位
置
づ

）

け

関連計画  

根拠法令

刈

 

対象者 農業従事者 事

谷

業期間 ～

実施方法 □直

市

営　■委託　□指定管

事

理　□補助・助成　□

務

その他

事業評価シート （

Ｂ
　
事
　
業

様

　
実
　
績

２４年度実績

式

２５年度実績 ２６年度

１

実績 ２７年度計画

取水

）

堰点検　　　　2箇所

会

取水堰点検　　　　2

計

箇所 取水堰点検　　　

名

　 2箇所 取水堰点検

担

　　　　 2箇所
水路

当

清掃　　　　 10箇

部

所 水路清掃　　　　 

経

12箇所 水路清掃　　

済

　　　 1箇所 水路清

環

掃　　　　　 1式
除

境

草委託　　　　 16

部

箇所 除草委託　　　　

一

 12箇所 除草委託　

般

　　　　14箇所 除草

会

委託　　　　　 1式

計

せせらぎ清掃委託　1

農

1回　　 せせらぎ清掃

業

委託　12回　

　取水

用

堰の点検やため池堤防

施

の除草等施設の適正な

設

管理を行い、安定した

等

農業用水の確保、害虫

管

発生の抑制により、農

理

業

成果
生産の安定化を

事

図ることができた。

課

業

題

指標名称（単位）
実

担

績値 目標値

２４年度 ２

当

５年度 ２６年度 ２７年

課

度 ２９年度

活動 点検回

土

数（ヶ所／年） 2 2 2

地

2 2
指標

 
指標

 
他市

改

との
比較検証

良事業室

款 項 目 担

Ｃ
　
事

当

　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位

係

：千円
２４年度 ２５年

工

度 ２６年度 ２７年度 ２

務

６年度

（決算） （決算

係

） （決算） （予算） 事



6

源 0 0 0 0

一般財源 5

1

,988 5,959 5

5

,932 70,726

職員人件費　② 1,768 2,104 2,464 2,620

総事業費（①＋②） 7,756 8,063 8,396 73,346

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

７

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 産業振

（

興

基本施策 農業
施策体

平

系
施策の内容 農業振興

成

の推進

目
　
　
　
的

　一

２

般家庭等の汚水及び土

６

砂等の流入により

主
た

年

る
内
容

〇排水路浚渫工

度

事
排水能力が低下して

評

いる排水路の浚渫を行

価

い
、機能回復を図る。

）

位
置
づ
け

関連計画  

根

刈

拠法令  

対象者 農業従

谷

事者 事業期間 ～

実施方

市

法 □直営　■委託　□

事

指定管理　□補助・助

務

成　□その他

事業評価シート （

Ｂ
　

様

事
　
業
　
実
　
績

２４年

式

度実績 ２５年度実績 ２

１

６年度実績 ２７年度計

）

画

排水路浚渫工事 排水

会

路浚渫工事 排水路浚渫

計

工事 排水路浚渫工事
　

名

　東境地区始め　9箇

担

所 　　井ヶ谷地区始め

当

　9箇所 　　東境地区

部

始め　9箇所
取水口浚

経

渫工事 取水口浚渫工事

済

取水口浚渫工事
　　今

環

川今岡地区　2箇所 　

境

　今川今岡地区　　1

部

箇所 　　今川今岡地区

一

　　1箇所

　排水路に

般

堆積している汚泥や土

会

砂の浚渫を行い、排水

計

能力と衛生面の改善及

農

び水路機能を保持する

業

ことができた。

成果

 

用

課題

指標名称（単位）

施

実績値 目標値

２４年度

設

２５年度 ２６年度 ２７

等

年度 ２９年度

活動 排水

補

路浚渫工事（箇所） 1

修

1 10 10 ― ―
指標

 

事

指標
 

他市との
比較検

業

証

担当課 土地改良事

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

業

ス
　
ト

単位：千円
２４

室

年度 ２５年度 ２６年度

款

２７年度 ２６年度

（決

項

算） （決算） （決算）

目

（予算） 事業費内訳

事

担

業費　① 5,988 5

当

,959 5,932 7

係

0,726 合計 5,9

工

32,440 円
工事

務

請負費 5,932,4

係

40 円

財
　
源

特定財



導

高齢化の進行、及び後

係

継者の育成。

課題

指標

6

名称（単位）
実績値 目

1

標値

２４年度 ２５年度

5

２６年度 ２７年度 ２９年度

活動 事業の進捗率（共同活動、継続）（％） 20.0 40.0 60.0 80.0 ―
指標
活動 事業の進捗率（向上活動）（％） 40.0 60.0 80.0 100.0 100.0
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 12,830 11,279 13,215 46,399 合計 13,215,070 円
委託料 2,052,000 円

財
　
源

特定財源 100 100 525 33,229 負担金、補助及び
交付金 11,163,070 円

一般財源 12,730 11,179 12,690 13,170

職員人件費　② 4,244 5,611 6,336 4,492

総事業費（①＋②） 17,074 16,890 19,551 50,891

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 農地・水保全管理支払推進交
付金

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ

７

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 産

（

業振興

基本施策 農業
施

平

策体系
施策の内容 農業

成

振興の推進

目
　
　
　
的

２

　地域住民が農業者と

６

一緒になって、活動組

年

主
た
る
内
容

○実施地区

度

（共同活動）537h

評

a（9地区）
織が行う

価

農業水利施設等の維持

）

・保全活動や 　　井ヶ

刈

谷、東境、西境、一里

谷

山、今岡、
関連する環

市

境保全活動を行い、営

事

農活動の一 　　泉田、

務

小山、元刈谷、小垣江

事

地区
体的な支援によっ

業

て、農地・水・農村環

評

境の ○実施地区（向上

価

活動）436ha（7

シ

地区）
良好な保全と質

ー

的向上を図る。 　　井

ト

ヶ谷、東境、西境、一

（

里山、今岡、
　　元刈

様

谷、小垣江地区
○補助

式

率　国：50％、県：

１

25％、市：25％

位

）

置
づ
け

関連計画  

根拠

会

法令  

対象者 農業従事

計

者 事業期間 平成２３年

名

度 ～ 平成２８年度

実施

担

方法 ■直営　■委託　

当

□指定管理　□補助・

部

助成　■その他

経済環境部

一般会

Ｂ

計

　
事
　
業
　
実
　
績

２４

農

年度実績 ２５年度実績

地

２６年度実績 ２７年度

環

計画

実施地区 実施地区

境

実施地区 実施地区
(共

保

同活動) (共同活動)

全

(農地維持・資源向上

活

(共同)）(農地維持

動

・資源向上(共同)）

支

　　　538ha 　　

援

　538ha 　　　5

事

38ha 　　　538

業

ha
　　　9地区 　　

担

　9地区 　　　9地区

当

　　　9地区
実施地区

課

実施地区 実施地区 実施

土

地区
(向上活動) (向

地

上活動) (資源向上(

改

長寿命化)） (資源向

良

上(長寿命化)）
　　

事

　437ha 　　　4

業

37ha 　　　442

室

ha 　　　442ha

款

　　　7地区 　　　7

項

地区 　　　7地区 　　

目

　7地区

　農業従事者

担

と地域住民が一緒にな

当

って活動し、地域の農

係

村環境の保全が図れた

指

。

成果

　農業従事者の
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職員人件費　② 2,4

1

76 2,104 2,1

5

12 2,246

総事業費（①＋②） 5,385 6,325 7,199 9,916

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 土地改良事業費補助金

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

７

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 産業振

（

興

基本施策 農業
施策体

平

系
施策の内容 生産基盤

成

の強化

目
　
　
　
的

　農

２

業用施設の整備を実施

６

して、排水能力の

主
た

年

る
内
容

かんがい排水事

度

業（排水路改修工事）

評

　　   
向上と維持

価

管理の軽減を図る。 　

）

県補助金　60％（市

刈

：一般財源40％）

位

谷

置
づ
け

関連計画  

根拠

市

法令 愛知県補助金等交

事

付規則第3条

対象者 農

務

業従事者 事業期間 ～

実

事

施方法 □直営　■委託

業

　□指定管理　□補助

評

・助成　□その他

価シート （様式１）

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

会

４年度実績 ２５年度実

計

績 ２６年度実績 ２７年

名

度計画

排水路改良工事

担

　　　543ｍ 排水路

当

改良工事　665ｍ 排

部

水路改良工事　830

経

ｍ 排水路改良工事
　　

済

農道改良工事　　 7

環

5ｍ 　東境地区はじめ

境

2地区

　県費補助を活

部

用し、排水路の改良工

一

事を行うことで、排水

般

能力が向上し、泥上げ

会

等の管理作業が軽減さ

計

れた。

成果

 

課題

指標

県

名称（単位）
実績値 目

費

標値

２４年度 ２５年度

補

２６年度 ２７年度 ２９

助

年度

 
指標

 
指標

 
他

土

市との
比較検証

地改良事業
担当課

Ｃ
　

土

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

地

位：千円
２４年度 ２５

改

年度 ２６年度 ２７年度

良

２６年度

（決算） （決

事

算） （決算） （予算）

業

事業費内訳

事業費　①

室

2,909 4,221

款

5,087 7,670

項

合計 5,086,80

目

0 円
工事請負費 5,

担

086,800 円

財

当

　
源

特定財源 1,74

係

4 2,531 3,78

工

9 4,602

一般財源

務

1,165 1,690

係

1,298 3,068



5

14,878 14,808 14,923 20,000

職員人件費　② 2,122 2,104 2,464 2,246

総事業費（①＋②） 17,000 16,912 17,387 22,246

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

７

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 産業振興

基

（

本施策 農業
施策体系

施

平

策の内容 生産基盤の強

成

化

目
　
　
　
的

　農業用

２

施設の整備を実施して

６

、耕作機械及

主
た
る
内

年

容

　農道整備及びかん

度

がい排水を施行して農

評

業
び集出荷時の通行の

価

安全を図るとともに、

）

排 用施設の整備を図る

刈

。　　　　　　　　　

谷

　
水能力の向上と維持

市

管理の削減を図る。 　

事

　　　　　　　　　　

務

　
　

位
置
づ
け

関連計画

事

 

根拠法令  

対象者 農

業

業従事者 事業期間 ～

実

評

施方法 ■直営　■委託

価

　□指定管理　□補助

シ

・助成　□その他

ート （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

名

４年度実績 ２５年度実

担

績 ２６年度実績 ２７年

当

度計画

東境地区他 井ヶ

部

谷地区他 小垣江地区他

経

半城土地区他
農道改良

済

工事始め17箇所 農道

環

改良工事始め21箇所

境

農道舗装工事始め18

部

箇所 排水路改良工事他

一

　地元要望に基づき農

般

業用施設の改良、維持

会

補修を行い、農業施設

計

の機能確保を行った。

単

成果

 予算内で全ての

独

要望に対応が出来ない

土

状況にある。

課題

指標

地

名称（単位）
実績値 目

改

標値

２４年度 ２５年度

良

２６年度 ２７年度 ２９

事

年度

 
指標

 
指標

 
他

業

市との
比較検証

担当課 土地改良事

Ｃ
　

業

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

室

位：千円
２４年度 ２５

款

年度 ２６年度 ２７年度

項

２６年度

（決算） （決

目

算） （決算） （予算）

担

事業費内訳

事業費　①

当

14,878 14,8

係

08 14,923 20

工

,000 合計 14,9

務

23,440 円
工事

係

請負費 14,923,

6

440 円

財
　
源

特定

1

財源 0 0 0 0

一般財源



款

年度 ２６年度 ２７年度

項

２６年度

（決算） （決

目

算） （決算） （予算）

担

事業費内訳

事業費　①

当

8,796 8,878

係

7,632 8,346

指

合計 7,631,65

導

5 円
負担金、補助及

係

び

財
　
源

特定財源 0 0

6

0 0 交付金 7,631

1

,655 円

一般財源

5

8,796 8,878 7,632 8,346

職員人件費　② 1,415 701 1,056 1,497

総事業費（①＋②） 10,211 9,579 8,688 9,843

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 産業振興

平

基本施策 農業
施策体系

成

施策の内容 農業振興の

２

推進

目
　
　
　
的

　明治

６

用水土地改良区が施行

年

する土地改良事

主
た
る

度

内
容

　明治用水の管水

評

路修繕及び環境用水対

価

策及
業の一部を補助し

）

、地元負担の軽減を図

刈

る。 び維持管理費を負

谷

担する。
また、水源で

市

あるかん養林の助成及

事

び環境用 ○水源かん養

務

林事業の助成
水対策金

事

を負担し、明治用水土

業

地改良区の事 ○環境用

評

水対策負担金
業の助成

価

を図る。 ○管水路修繕

シ

工事負担金

位
置
づ
け

関

ー

連計画  

根拠法令  

対

ト

象者 農業従事者 事業期

（

間 ～

実施方法 □直営　

様

■委託　□指定管理　

式

■補助・助成　□その

１

他

）

会計名 担当部 経

Ｂ
　
事
　
業
　
実

済

　
績

２４年度実績 ２５

環

年度実績 ２６年度実績

境

２７年度計画

水源かん

部

養林事業負担金 水源か

一

ん養林事業負担金 水源

般

かん養林事業負担金 水

会

源かん養林事業負担金

計

環境用水対策負担金 環

農

境用水対策負担金 環境

業

用水対策負担金 環境用

土

水対策負担金
管水路修

木

繕工事負担金 管水路修

負

繕工事負担金 管水路修

担

繕工事負担金 管水路修

事

繕工事負担金
土地改良

業

施設維持管理適正化
事

（

業負担金

　明治用水土

明

地改良区が施行する土

治

地改良事業の一部を負

用

担することにより、安

水

定した農業生産を実施

土

する。

成果

 

課題

指標

地

名称（単位）
実績値 目

改

標値

２４年度 ２５年度

良

２６年度 ２７年度 ２９

区

年度

 
指標

 
指標

 
他

）

市との
比較検証

担当課 土地改良事

Ｃ
　

業

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

室

位：千円
２４年度 ２５



目

６年度特定財源名称

２

担

６年度までの累積事業

当

費 0

２８年度以降の事

係

業費見込 0

工務係

6 1 5

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

年

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

度

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

（

計画
分野 産業振興

基本

平

施策 農業
施策体系

施策

成

の内容 農業振興の推進

２

目
　
　
　
的

　刈谷土地

６

改良区が施行する土地

年

改良事業費

主
た
る
内
容

度

　事業費350万円を

評

上限とし60％を補助

価

する。
の一部を補助し

）

、地元負担の軽減を図

刈

る。

位
置
づ
け

関連計画

谷

 

根拠法令  

対象者 農

市

業従事者 事業期間 ～

実

事

施方法 □直営　■委託

務

　□指定管理　■補助

事

・助成　□その他

業評価シート （様式

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

１

４年度実績 ２５年度実

）

績 ２６年度実績 ２７年

会

度計画

用水管修繕工事

計

始め　　5件 用水管修

名

繕工事始め　9件 用水

担

管修繕工事始め　8件

当

用水管修繕工事　1式

部

　用水管修繕工事等を

経

施工し、農業経営の合

済

理化及び施設維持管理

環

を図った。

成果

 

課題

境

指標名称（単位）
実績

部

値 目標値

２４年度 ２５

一

年度 ２６年度 ２７年度

般

２９年度

指標

指標
 

他

会

市との
比較検証

計
農業土木補助事

Ｃ
　

業

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

（

位：千円
２４年度 ２５

刈

年度 ２６年度 ２７年度

谷

２６年度

（決算） （決

土

算） （決算） （予算）

地

事業費内訳

事業費　①

改

524 1,588 1,

良

978 2,100 合計

区

1,977,696 

）

円
負担金、補助及び

財

担

　
源

特定財源 0 0 0 0

当

交付金 1,977,6

課

96 円

一般財源 52

土

4 1,588 1,97

地

8 2,100

職員人件

改

費　② 1,415 1,

良

753 2,464 1,

事

871

総事業費（①＋

業

②） 1,939 3,3

室

41 4,442 3,9

款

71

建
設
事
業

全体事業

項

費（単位：千円） 0 ２



款

円

一般財源 6,187

項

4,078 728 3,

目

798

職員人件費　②

担

1,768 1,753

当

1,408 1,123

係

総事業費（①＋②） 7

工

,955 5,831 2

務

,136 4,921

建

係

設
事
業

全体事業費（単

6

位：千円） 0 ２６年度

1

特定財源名称

２６年度

5

までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 産業振興

平

基本施策 農業
施策体系

成

施策の内容 農業振興の

２

推進

目
　
　
　
的

　金山

６

揚水土地改良区が施行

年

する土地改良事

主
た
る

度

内
容

　改良区の維持修

評

繕に対して事業費15

価

0万円の
業の一部を補

）

助し地元負担の軽減を

刈

図る。 60％（90万

谷

円)を上限として補助

市

する。また、
県営事業

事

等による用排水路改修

務

に対して、市
負担分を

事

補助する。

位
置
づ
け

関

業

連計画  

根拠法令  

対

評

象者 農業従事者 事業期

価

間 ～

実施方法 □直営　

シ

■委託　□指定管理　

ー

■補助・助成　□その

ト

他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実

担

　
績

２４年度実績 ２５

当

年度実績 ２６年度実績

部

２７年度計画

用水管修

経

繕工事　　　3件 用水

済

管入替工事　　　2件

環

用水管補修工事他 用水

境

管補修工事他
用水路修

部

繕工事　　　1件 排水

一

路改修工事　　　1件

般

用水管入替工事　　　

会

3件 排水路法面補修工

計

事　1件
排水路改修工

農

事　　　1件

　排水路

業

の改修工事を施工し、

土

農業施設の維持管理を

木

図った。

成果

 

課題

指

補

標名称（単位）
実績値

助

目標値

２４年度 ２５年

事

度 ２６年度 ２７年度 ２

業

９年度

 
指標

 
指標

 

（

他市との
比較検証

金山揚水土地改良

Ｃ

区

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

）

単位：千円
２４年度 ２

担

５年度 ２６年度 ２７年

当

度 ２６年度

（決算） （

課

決算） （決算） （予算

土

） 事業費内訳

事業費　

地

① 6,187 4,07

改

8 728 3,798 合

良

計 728,300 円

事

負担金、補助及び

財
　

業

源

特定財源 0 0 0 0 交

室

付金 728,300 



3

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 土地改良事業費補助金

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

県営経営体育成基盤整備事業（刈谷北部地

区）

平成２７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 産業振興

基

平

本施策 農業
施策体系

施

成

策の内容 生産基盤の強

２

化

目
　
　
　
的

　ほ場の

６

大区画化や農業用用排

年

水施設等の生

主
た
る
内

度

容

補正内容
産基盤整備

評

を総合的に実施し、将

価

来の農業経 県営土地改

）

良事業を行うために、

刈

県費補助に
営の合理化

谷

と生産性の向上を図る

市

。 おいて基礎調査を行

事

う。
○県費補助土地改

務

良事業基礎調査
　（刈

事

谷北部地区）　135

業

ha
○事業費負担割合

評

（調査）
　県：50％

価

、市：50％
○実績等

シ

　なし

位
置
づ
け

関連計

ー

画

根拠法令

対象者 農業

ト

従事者 事業期間 ～

実施

（

方法 □直営　■委託　

様

□指定管理　□補助・

式

助成　□その他

１）

会計名 担当部

Ｂ

経

　
事
　
業
　
実
　
績

２４

済

年度実績 ２５年度実績

環

２６年度実績 ２７年度

境

計画

　 　 基礎調査　1

部

式 計画調査　1式
　 　

一

（事業主体　県）
　 　

般

　 　
　　　―――――

会

―― 　　　―――――

計

――

成果

課題

指標名称

担

（単位）
実績値 目標値

当

２４年度 ２５年度 ２６

課

年度 ２７年度 ２９年度

土

指標

指標

他市との
比較

地

検証

改良事業室

款 項 目

Ｃ
　
事
　
業
　
コ

担

　
ス
　
ト

単位：千円
２

当

４年度 ２５年度 ２６年

係

度 ２７年度 ２６年度

（

6

決算） （決算） （決算

1

） （予算） 事業費内訳

5

事業費　① 0 0 14,994 500 合計 14,993,640 円
委託料 14,993,640 円

財
　
源

特定財源 0 0 6,633 0

一般財源 0 0 8,361 500

職員人件費　② 0 0 0 3,743

総事業費（①＋②） 0 0 14,994 4,24
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